
 「円」は、パリの手打ちそば屋として有名。これはそのロンドン店で、2017年開業。衣料品大手のオンワードの関連会社である。場所は地下鉄テンプル駅から
すぐ、多くの観光客が訪れるコベントガーデンからも近い。

 写真のように、日本人サケ・ソムリエールがお酒を注いでくれる。ちょうど1周年だそうで、まず「松竹梅白壁蔵」を記念サービスで飲ませてくれた。そのあと、当方
がオーダーしたのは「八海山300mlボトル」 ₤32也。裏ラベルでディストリビューターを見るとJFC。茶碗蒸し、朴葉焼など、ロンドンらしからぬ純日本食と合わせ
て、とても美味しくいただきました。優秀なサケ・ソムリエールと豊富なサケ銘柄（次ページ）の効果か、または最初のサービスの白壁蔵1杯の効果か、半数以上
のテーブルでサケを飲んでいるように見えた。

 珍しくも、ノルウェーのクラフト・サケ「ヌグネオ・裸島」があるとのこと。裸島はオーナーが変わって2018年から清酒醸造から撤退。在庫限りということなので、オー
ダーしてみた。 「裸島350mlボトル」 ₤22也。写真の通り、山廃、原料米は日本の北海道産「吟風」、精米68％、2017年8月壜詰めのもので、まさに最後の
ロットに近い。独特の酸味だが、よくできている。サケ撤退はもったいないが、思ったように利益が出なかったと聞いています。

 訪問は2018年12月、外は寒風の冬のロンドン。円はもともとそば屋。最後に「なめこそば」で体を温めて店をあとにした。
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日系「Yen（円）」
●日本人客濃度≒20％ ●日本人スタッフ濃度≒50％（フロア20％、料理80％）
●日本酒オーダー比率≒70％

今回は「日系レストラン」2軒と、「ジャパンセンターのサケ売り場」紹介です。
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HAKKAISAN

SHO-CHIKU-BAI
SHIRAKABE-GURA

HADAKAJIMA
Sake made in Sweden
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 数ページあるサケメニューは工夫されている。 「オタクーユニーク」 「撫

子ーフェミニン」「オトコマエ－男らしい」などなど、日本語一語を冠した
カテゴリーに分けて、日本酒を紹介。なかなか、優れたアイデア。以下に、
サンプルとして2つのカテゴリーを、抜粋。

 「オトコマエ」では、「松竹梅・白壁蔵」、「司牡丹・船中八策」、「八海

山・特別本醸造」、「大七・きもとクラシック」、「惣誉・純米辛口」、「土
佐鶴・アジューレ」、「黒龍・吟醸特選」。720ml壜の価格は₤60～₤70。

 「オタク」では、「長龍・吉野杉樽酒」、「賀茂泉・にごり」、「白川郷・に
ごり」、「菊水・にごり原酒」、「南部美人・桶の民」。こちらは500mlが多
く500ml壜の価格は₤50～₤60。（個人的には500mlは、海外で飲んで
もらいやすい容量だと思う。）

 高い日本酒もあるが、総じて720ml壜で₤100以下のブランドが多く、ロ

ンドン中心部にしてはリーズナブルな価格、よく考えて選ばれた品揃え
であると感心。

 「メダリスト－受賞サケ」「酒マルシェー利き酒セット」「グラスでオーダーで
きる銘柄リスト」など、別の切り口でも書かれている。サケ銘柄がわから
ない人にとって、選びやすいだろう。

OTAKU オタク – Quirky & Unique 
HOUJUN 芳醇 – Rich & Full Bodied

OTOKOMAE 男前 – Masculine Style 
NADESHIKO 撫子 – Feminine Style
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 トリドール（丸亀製麺）が、月桂冠、チョーヤ梅酒、ジャパンセンター（英国の日本食品
販売大手）と共同で2016年暮れに開業した店。場所は、ピカデリーサーカスからすぐ、
リージェントSt.から1本入ったところで至便。

 この店は昨年に続き2度目。2度とも平日夕刻だが、前回も今回も「満席」で「日本人
客濃度=10％」は同じ。ただ、残りの「外国人90％」の構成が相当変わった。去年は
「欧州人80%＋アジア人10％」だったように思うが、今回は「欧州人50％＋アジア人
40％」といった感じ。お店の人に聞いても、この1年で中国人が増えたそう。欧州人席

（右上の写真）と、中国人中心のアジア人席（私の写真の後ろ）は、ゾーンがなんとなく
分けてある。（アジア人は個室好きのせいもある？） テンションや声のボリュームが違うの
でまあその方がお互い、いいだろう。

 一方、感覚的評価だが、「日本人スタッフ濃度」は20％→40％、「日本酒オーダー比
率」は50％→60％と、どちらも若干上がったように思う。

 この日、当方は「初孫・魔斬（まきり）300ml」₤20（約3,000円）と、「月桂冠・鳳麟（ほう
りん）300ml 」₤25（約3,800円）をオーダー。「大手銘柄と地酒銘柄の飲み比べ」、という
シチュエーションは日本では稀。興味深かった。

 300mlびんで出ると思ったが、ご覧のように割竹の氷で冷やした片口。エレガントである。
ナス田楽、揚げ出し豆腐、焼き鳥と合わせて、どちらも大変おいしくいただきました。 (page3/7)

日系 「Sakagura（酒蔵）」
●日本人客濃度≒10％ ●日本人スタッフ濃度≒40％
●日本酒オーダー比率≒60％
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European people prefer open tables,,,
and,,, Asian people prefer “Koshitsu”?

HATSUMAGO

GEKKEIKAN
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 昨年は「数ページのサケメニュー」だった http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/sake_London2017.pdf のですが、今年は「見開き簡略版サケメニュー」をださ
れた。「北海道の地震と大阪の台風の影響で、メニューにあっても入荷待ちの銘柄がります」といった但し書きも挟んであった。

 1枚モノなので拡大して収載して掲載しておきます。1枚だと選びやすいが、日本人はアルファベットだけ並べられると読解に時間を要する。（前掲の「円」だと、
日本語英語併記なので直感的にわかる） 一方、「おちょこ」マークのあるものはグラスでオーダーできる銘柄、これはわかりやすい。

 拡大すればすべて読めると思うけれど、ここでは「純米大吟醸」のなかで、「300mlびん」を拾ってみます。「天鷹」 ₤21.5、 「月桂冠・鳳麟」 ₤25、 「獺祭」 ₤28、
「上善水如」 ₤29、 「桂月吟の夢（土佐酒造）」 ₤29.5、 「梵・純粋」 ₤34、 「紀土45」 ₤37、 「久保田・萬寿」 ₤42、「白露垂珠（竹の露）」 ₤43.5、 「郷の
誉（須藤本家）」 ₤54.5。（2018年12月訪問時のレートは₤1=¥150。しがって3,200円～8,200円） 720mlはやはり量が多い。300mlの選択肢がこれだけあ
るのは素晴らしい。なお、抜き書きしてみて初めて、価格順に並んでいるのに気づいた。 (page4/7)
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「FOOD AND SAKE」
 JFOODOが2018年に作ったサケの飲めるレストランを紹介するサイト。ロンドン

版とNY版がある。「スシ&サケ」「オイスター&サケ」「プロシュート&サケ」「チーズ
&サケ」「フィッシュ・チップス&サケ」「カラマリ&サケ」の6カテゴリーの一つを選ぶ
と、マップ上にお勧めの店が出てくる仕組み。（NY版は、 「フィッシュ・チップス&
サケ」「カラマリ&サケ」の代わりに、「アボカト&サケ」「トマト&サケ」となる。意
表を突くカテゴライズである。）

 和食的カテゴリーは「スシ&サケ」だけで、本資料前掲の「円」と「酒蔵」はこの

カテゴリーに登場する。それぞれ、「ステーキ」と「そば」を店名のサブタイトルに
しているのでやや無理があるが、むしろ和食以外のペアリングを意図した設計
である故だろう。

 なお、JFOODO（日本食品海外プロモーションセンター、「ジェイフードー」
と読む）は、日本産食品の海外消費者へのプロモーションを行う組織で、
2017年4月にJETRO（日本貿易振興機構）に設置された。JETROでは対
応できない、より最終消費者に近いプロモーションを担う。
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ロンドンで和食やサケがのめ
るお店を探すときのツールを
2つ紹介。「認定日本レスト
ラン」と「FOOD AND SAKE」。

「認定日本レストラン」
 100ページほどの冊子で、うち50ページが英国の日本レストランの紹介。ロ

ンドンの和食店で無償で配っていた。
 「お箸のマーク」のAuthentic Japanese Restaurantというステッカーは、10年

以上前、パリの街角で日本食レストランの扉に貼ってあるのを時々見かけ
た。http://www.kitasangyo.com/pdf/archive/sake-watching/Sake_Paris_2008-09.pdf 左の資
料によれば、「2007年にJETROの協力も得て開始」とある。同じようなマーク
に見えるが、この団体が2007年のものを承継したものであるのかどうかは不
明。

 ヨーロッパのレストランでは扉や窓によくステッカーが貼ってある。毎年レストラ
ンを評価して年号入り認定ステッカーを発行するシステムは、欧州人にはな
じみ深く、ミシュラン、ガンベロロッソのようなハイエンド、グルメから、お手軽チ
ケットレストランまで様々ある。が、「年号が入ってること」が一つのキモ。一
方、一度認定されればそのまま継続するというのは、課題が残るだろう。

 この冊子は、英・仏・独などの主要国のほか、マルタ、デンマーク、オーストリ
ア、スイス、ノルウェー、UAEなど意外な国の日本食レストランも含まれるの
はすごい。冊子には「日本国内閣府」とあるが、政府とは関係ない民間の
団体のよう。
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 今回は日程の関係で小売店は1店のみ紹介。ロンドン在住日本人は必ずお世話になる、総合日本食品販売店。
何度か場所を代わっているが、ピカデリーサーカスのすぐ近くであるのは変わらない。至便の場所にある。

 販売するサケ銘柄はとても多いが、「月桂冠」と「須藤本家」は専用の冷蔵リーチインをもつ。月桂冠は、日本製のほ
か、カリフォルニア製も置いている。

日系 「ジャパンセンター」

GEKKEIKAN

SUDO HONKE
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 その他の銘柄のいくつかを、価格が見えるように拡大。
 「久慈の山」£106.50、「風の森」£57.10、「箱入り娘（高橋商店）」£86.90、「初亀」£108.50、以上は720ml。

「梵」£16.19、「テ（土佐鶴）」£16.95、以上は300ml。日本のデパートより魅力的な品揃えに思える。
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